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1. 緒 冨

1([ln}k J:ì''iの機械化~~(iff: "1するliij捉と Lて， ~}é冷j也では

:1t;J， I(Ü品 }x) ;"i ì去の l長 I~度が Ilfびd、I識せられ， iJt水ti'(j前紋

li"i J自品f!T(の育成が'Jl!'1l.されるに全った。 i比 ;J([1'( 1前 }UÎ'~j凶

llll係のJUliiiすへき1.'ttlーにつL、てl主的々"命ぜられているが

'I¥W!I 1952， X~III 19(2)， f;'，Iれらは~tìfl.f;丘の ÞII きフピ冷J也

でli，l!j に初 !tJ l-'七 fT の交正化に'!;í-与する '~I刈の併 iリ j 泊、司、

n[欠であるとJ5-える。

f})¥羽生ffとは発見 tヨ上lf充分i乏の午-fT在五、11本し司発見

の'I.(';E化iこは低it!17正月:Y¥ーの1(')1'.が必必である。また， JC 

Wl長の]'8育i二l主主)}対・可()-:のや11長のほかに質的/t.生台の

述度と内容のブC:'j~度および発似性なとが関係 L ，ニれら

J)総合品ii~~として 1目立問のnriがJ-じまるものと J7えられ

る。 11&1こ， フ手行冷〉リJ也iにこお;け十るiJ比t;j(1正l(リw品G削仙}~J:Î''i j~が白晶目泊出g ， ln

へき引1特与性を"治命 fるに3刈叶Liつては， 低iM発見:'1'1-:とともにニれ
らの初期待台.の'l己記化i二'{;{与する!杉'['t的要同がmせて考
えられねばならない。

科高ーらの」人仏.々 木はIIIi械に I品、て'fc牙後の初Jt)jll:1I
と水稲仏純の低il"l'f8!.fI'1ーとの間iこ， 11 ーのtJ;~，な判 11勾 1 )1，](系

がtfーする事実をlLf、め川々木 1968a・19o9b)， lt¥:II"L lC 

QI'Iの}，:なる11J1組合育成するニとは， 1 iTJ 11 !j にまた潟水11'(

揃fU;'¥j自I¥H.fiを育成するニと tこつながるとj([:j{"白した。そ

こで，低iI"l)~ !f1'1 を制iíえた!111係育成のための!、土木のn'~

および脳11II純カリリiii-tべき"日1!rVIーのfIj午lリlなとi二必要な法

lifH'i キ f~I'.j.る 11 的で白I)~1'1川.f(を(JI、試して(t¥:il，il発丸一1'1の

川純 InJ ，~ミ具について検.i-t L て 4. tニ。本側はその1反紙の­

ì'íi~である。

~;It命 iこ人るに先だち，北#，正j白，'(北見出来試験場長ιIqll

不IJ彦Idl1 ーの御指導を始めとして，北#I.i;立大I~{: J1!1~[:-，:~i~ 11係

'NI，【宗本下俊[U;氏，)(iびに」ヒ ~~111J: 1~試験場似|究Ll III附(，';弘

氏の制i協 ))1 こ r~~い謝意 1;，::1::.する。

Il. 材料および方法

(JI、試川村iは;j tii仕 i立大学 J1~l~~~-f: ;'~li Tf 符"字数右および辺、!~t

~~出来ぷ験場が f;r，存 11 1 の ~tìfti;自の夜~ぐや，]ì，新山の育成H

J;'¥'I¥I'IH(および検'λE系統i'i.l!85の仏陀・系統であるが，

このうち :1系統は前心不良のためI;，l¥験全11111..Lたので，

Aえ終的にりl、試し た放は82である (Table1)。

W1休のltlJJi:111968勾に， 川IH(・系統1:司の:1¥ft!.'l)lll免に

よる μ~~~をできるだけ除iょするため， ~t 児 t111長試験場の

ビニーノレハウス!人jで行tc!オ1，1/5，000 aワグナーポット

ι水稲ぷ!¥O111IijJ必の 1'.坂企庁i石川一つめ司 これにMi限アンモ

ニア，過リン円宝石灰お上び11I11~1ヒカリ件 l目先施11巴した他

1 1''¥;''¥入 lWで 1品約、1/¥，)1ポソト:¥株のよ'¥1¥iiとLに。長

1ル11，:1¥枇i'IVMft. ~~ fj' /cい、 l 株 'II~土も '1'-' 、制 i ニlI \ft!.'札合

(.Jlt， :1株、ドiりによる111'(合tH他WIとした。

f}l、"式材料のほ的11:1¥仙後 40-4511に行/t..わfL， 主十111

1 北海道大学Wl学;';{¥i'i柿学教宗及び北海道立北見倶楽i試験場業私
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Table 1. 1二trietaldifferences of germinability at low temperature 

一
No. ¥"arietieぉ

Headinl! 100日rains' Maturity temp Per. l!em. NO.;:lI 
eaamg wア巨letl ot r erReIII-In eaI1日davs lJerm 
date h~ìl~~l ~i'ce A B ln10 davs 10germ- coefT. 

l Norin :¥:1 7. 12 2.:¥1 25.5 27.7 99.5 :¥.99 2496 
2 Norin 11 14 2.09 26.8 28.6 98.0 :>.85 25.51 

Norin 15 18 2.11:; 28.:-¥ 2β6 97.5 4.27 22.87 
4 Norin 19 2:¥ 2.26 28.4 25.4 99.5 :¥.96 25.1:¥ 
5 Norin 20 ‘22 2.17 28.5 25.9 98.0 5.18 18.9:¥ 

Wasenishiki :¥0 2.:):¥ 27.7 24.4 99.0 4.:¥4 22.85 
7 Kanmasari a】y】') 2.11 28.5 25.9 100.0 :¥.95 25.:¥0 
8 Wasebozu 27 2.:-)2 28.1 24.7 94.0 5.58 Hi.85 
Norin :¥4 25 2.“7 28.6 25.0 98.5 5.08 19.40 

10 Anzaiakage 2 2.40 2H.4 25.4 100.0 :¥.8:¥ 2616 

11 Shirayuki 22 ‘P 2.20 28.5 25.9 98.5 5.86 16.8:¥ 

12 Kitaminori 2:¥ 2.52 28.4 25.4 99.5 :¥.9:¥ 25.:'lo 
1:¥ Bozu 6 :¥0 2.56 27.7 24.4 99.0 :1.59 27.62 

14 Hokuto 28 2.62 27.8 24.7 99.5 :¥.2:¥ :lO8:¥ 

15 Shinselsu :10 2.46 27.7 24.4 97.0 4.96 19.(;3 

16 Hatsutokachi 2.27 2品付 2t;.1 99.0 :1.90 25.:¥9 

17 Mimasari :¥0 2.64 27.7 24.4 100.0 :¥.99 25.07 

l時 Eiko 29 2.74 27.9 24.6 100.0 4.94 20.27 

19 Toyohikari 27 2:11 28.1 24.7 100.0 4.79 20.90 

20 Jburiwa討e 2】.) 2.6H 28.5 25.9 99.5 :¥12 :¥1.96 

21 i Kilamiakage 1 29 2.4“ 27.9 24.6 99.0 :¥.71 2ti.74 

22 I Hashiribozu ，¥0 2.64 27.7 24.4 77.5 4.76 16.:l:l 

2:¥ I Joiku 167 28 2.24 27.8 24.7 96.0 5.82 16.61 

24 Fukuvuki 26 2.:-¥7 28.4 24.9 100.0 4.19 23.88 
-】pにυ Sasahonami リd ワ】リd 28.6 26.1 96.0 5.12 18.79 

26 Hokkai 116 2:-) 2.55 28.4 25.4 94.0 4.70 19.8:¥ 

27 Hokkai 95 20 1.89 28.6 28.1 98.5 4.95 19.92 

2H Shiokari 27 2.36 28.1 24.7 99.5 4.6:¥ 21.52 

29 明'aseshiroke 24 2.45 28.5 25.:3 100.0 :¥.71 26.96 

:¥0 Hayayuki 19 2.23 28.6 20.5 97.5 :¥.:¥9 28.72 

:¥1 Uryu 2:¥ 2.:16 28.4 25.4 99.5 4.22 2:l.5H 

Kivokaze lH 2.12 28.:'1 26.6 99、5 4.2:-¥ 2:1.55 

:¥:3 Teruminori ‘22 2.49 28.5 25.9 100.0 4.05 24.82 

:¥4 Horyu 29 2.62 27.9 24.6 98.5 5.72 17.2:¥ 

:¥5 Hokusetsu 29 2.50 27.9 24.6 100.0 4.o:J 24.92 

:¥6 Himehonami 27 2.:¥6 28.1 24.7 96.5 5.45 17.72 

:¥7 Yukara 日 l 2.:¥9 26.9 24.4 99.0 4.51 21.98 

:¥H Hokkai 104 7.25 250 28.6 25.0 99.0 4.69 21.1:¥ 

:¥9 Sakigake 24 2.01 28.5 25.:1 99.5 2.H:¥ 35.18 

40 Ishikarishiroke 2.5:1 28.4 25.4 98.0 4.06 24.17 

41 Shin-ei 8. 6 2.61 25.7 23.7 99.5 4‘5:¥ 21.97 

42 Joiku :¥64 5 2.21 25.H 2:-).9 96.5 4.47 21.65 
，j;l T'omoemasari 時 2.24 25.4 2:¥.4 97.0 5.07 19.19 

44 Nan-ei 5 2.59 25.H 23.9 9H.5 4、H6 20.29 



i!，々木・I';lj愉 flli，¥，'，'Niの侭nril112リYI:i二WIする育係学的fiJI'j't lH:1 

Headinl! 100 grai~s Maturity temp Per. l!em， Nu， ~)f 
No ¥'arieties ea IIIH f er.g{elamv . u  JberIII 

oa十te11WliEetd- 10 .~~\'s mean aays 妊
ullen T1ce A B ln lU oays to germ. coe 

45 Hosetsu 7. :11 :2.l:iH :27.:3 :24.4 100.0 4.:20 2:l.81 

46 Kachihonami H. 1 :2.:29 :2(j.9 :24.4 99.5 4.2H :2:l.:2H 

47 A-5 5 :2.H6 :25.H 2:1.9 9H.O 1.H7 2015 

4H A-5H 

491 Aω  8.10 :2.15 25.0 23.0 84.0 4.95 16.99 

50 : C-19 11 U5  24Jj 2:2.9 7:¥.O 5.99 12.14 

51 A-l:l :2.5:2 :26.1 :243 9:3.0 4.6付 19.96 

52 N-45 10 :2.19 25.0 :2:¥.0 40.5 1.liG H.n 

5:3 N-5:3 1.99 24.:3 22.:¥ 89.5 6.HO 1:¥.18 

54 N-5ii 1:¥ 1.94 24.1 :2:2.7 9:¥.5 り.19 15.17 

55 N-57 :27 2:1‘:1 21.4 91i.O 4.59 20.95 

5“ 
N-5H 17 1.:10 24.1 :201 46.5 7.59 り.15

57 N-6o 行 :2.49 25.7 2:¥.7 94.0 5.07 18.55 

58 A-12 

59 N-62 H.17 2.:¥1 24.1 20.1 97.0 :.¥.81 21i.02 

60 N-61i 19 :UO 2:Ui 】リづ】】っ 94.5 5.55 1704 

ιl H-9 9 2.0H 25.1 2:1.2 9り5 4.9:1 19.1i5 

li2 H-45 9 :2.10 25.1 :2:12 98.5 :U:¥ :29.6;] 

6:¥ H-60 G 2.45 25.7 2:¥.7 98.0 :¥.:¥9 28.92 

64 H-68 

li5 H-I沿 8. 19 2.59 2:1.6 つ〕つ】‘】〉 97.0 5.1:1 18.92 

lili H-79 G 2.:25 25.7 2:1.7 97.5 5.09 19.1ii 

67 H-lOO 19 2.20 2:¥.1i つ】り〕】つ 99.0 :¥.4:1 28.87 

68 H-75 1H 2.:20 :2:¥.7 99.0 4.29 2:Ul 

li9 H-12:¥ :24 2.85 24.1 21.8 100.0 2.:¥9 41.H4 

70 H-12G 2H :U)4 2:¥1 21.:¥ 95.0 :1.77 25.:2:2 

71 H-143 2.47 :21i.l :24.:2 9ii.O 4.1H :22.97 

n H-145 4 I.H9 2付.0 240 H1.0 “ー:¥1 1:2.8:1 

7:¥ 74-2 19 :¥25 2:¥.15 】リリ〕】リ 7:¥.5 5.9:¥ 12.40 

74 N4  1:¥ 日{予り 24.1 22.7 99.5 4.70 21.19 

75 Hukuiku 4:2 7.21 2.49 :2H.lj 2fi.l 99.0 5.02 19.84 

71i '1、okachikuromomi 8. 18 2.45 2:¥.7 :22:1 95.0 fi.:¥4 14.99 

77 Tsugaruwase 1 lH 2.00 2:¥.7 22:¥ 90.0 5.24 17.19 

7H Wasekyoso 17 2.4fi 24.1 20.1 %.5 5.1H 18.6:¥ 

79 Tamakiwase 10 2.G8 25.0 2:l0 91.0 4.59 19.8:¥ 

HO Kuromomi 17 2.04 241 20.1 97.0 4.40 22.09 

81 Oibe 2.64 :26.1 :24.:2 90.0 4.fi6 19.:n 

H2 Minakuchiine 9 2.lil :25.1 97.0 5.11 lH.99 

8:¥ Chikanari I 2.H:¥ 21i.9 24.4 lOO.O 2付日 :17.:14 

H4 Akage 4 :2.64 2(jO 24.0 92.0 5.l:l 17ρ付

H5 Datechikanari 2.57 26.1 24.2 付7.5 5.:21 12.97 

A: I()r days after heading. 

B: for 11-:¥0 days after heaoing 
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および 1次分けつ科の他企主体と Lて， ~/{i~~こ Zえられた

;Itれ的は士、I匁より|添いた。乾燥l土宅nlで行なわれた。

Il\~穀は収lに傷をつけぬよう Fで行ない，作品種・系統

の休日氏が終了したと考えられる採締役 :lカJ]に発>f-試験

。ニIJモした。々 t." このI!司'Ie!，hこ民2子?を与えぬよう{Ls.i品'七
でIti'誠Ltニ。

f色月ぷ験fj~;t式籾の合 JK~~三は 12- 1:\%で lllI稀・系統間

i二大，tはよY

Ltニ。

低IIl1i'ic牙1'1ーの検五JhLはliij似のhi.tーによったが，主な
ものを記すと発芽ilui度は 150C，発見i締1}J日は 101'1で，

1 Iメ宇 100約iJI、試の 2)引廷である。{町民発Jjq生の品縄問予長

男t~\ 主!日Ilf~の発:!J検'どがi '-l!:から ('.f. られた発=!J-係数を指僚と

Lてぶした(佐々木 1968c)。

lll. 実験結果

1. 低温発芽性の品種間差異

lJI、ぷ11J1稀・系統の!日粉、期，籾 100純白および是正司M，i度
l主Table1 ì ニノJ~ しである。

育街'1人 什:のものは前 ¥'1不J4でPHあしたため，その

'1'には:!J総期が遅れたとJなられるものがあった。 tL1柁j切

のl6'llはな司.~\ìM.度および籾riíf(などに洋:をもたらしそ

の長山県)E:Jytに影悼を与えるニとが考えられたので，ま

ずこれらの関係について険討 Lた。

低Ilui'ic別性と:U稿!思!との関係をみたのが Fig.1であ
るが，ニれによると I ，hj~問の 1\1関係数はれで有;堂、引 (5%

本市丹念ノJ~Lたが，係数{同1'1{ノドはカ‘なり小さく唱 i泣から

も強t~ 、関係i 主 i認められない。

50 

• • • 
判句 . . ・ . 
ミにふ . . '- ? g， . .・ . ~30f • 唱ゼ，ー'!‘主‘、-. ・ . 
LJ 20 弘、句 d
E ‘一、 .r • 
c'5 ・.・.
10 • • 
r=-0.251 

0'=19ー15-11 -7 -3 5 9 13 11 21 25 29 

Heading dafe (Juηe， 31th =0) 

Fig. 1. Correlation between varietal differences 

。fgerminability at low temperature and 
heading date 

また‘ !H 柏、後の〉住宅~~\1fiA度によって発芽ド!が影響を受け

るともいわれているので(池橋 1967)，:li徳期後 10日間

の登熟{11ft度との関係をみたのが Fig.2である。 これか

らも判るように，相関係数¥15%JJ<.ifて、有意、で、あるが値

J'J休はかなり小さく司 il1総期後 1011 問の登熟fli~度によ

って， fEc!手作が大きく影響を受けるとは考えられなかっ
た。 jfîj様に :U肱ltI]後 11-30 日間の登熱rl~t度との間につ

いても検討したが， ニの場合にも発見ミ性への影響は認め

られなかった(1"=0.246)。

40 

~ 30 
t 

'" む
主
と320
E 、、

'" ¥.b 

10 

• • • 
-.:1U 
さvaF35

• r=0260 

胃:.
23 25 27 29 

Mean temp. dUfI司9Io.days after head!ng (OC) 

Fig. 2. Correlation between varietal di妊erences

。fgerminability at low temperature 
and mean temperature during 10 days 

after heading 

句、、晶、
，'l> 
<.5 

ミ

40. 

30 

<5 20 
E 
K 
U 
¥.b 

10 • • 

• • • 
ー

-d • 
21 .・ • • • r=0.275 

。L.({~I
2 3 

!Oo.grain5 叫タt.of hu//ed rice (g) 

Fig. 3. Correlation between varietal di妊erences

。fgerminability at low temperature and 
100 grains weight at hulled rice 
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つぎに籾粒現によって発:-:5j::性が影響を受ける場合が見

出されているので(佐々木 1969 a)， 発茅性と籾 100粒

重との関係をみたが (Fig.3)， この場合も明らかな民主響

:1認められなカ為った (rニ 0.275)。

~;こ， H~的知!と籾 100 粒重との問の相関においても係

数110.046で，ほとんどゼロに近い値であった (Fig.4)。

'、ヘ • 
~ 弘、，3 • • 〈が:・、、、、、向:コ 宮、，.

.・ 'tー'、~・ -t2 . .・
、玄~ 

電L • • r=0046 

19 -15 ー11 ー7 -3 / 5 9 13 17 21 25 29 

Heading dafe (June， 31th =0) 

Fig. 4. Correlation between heading date and 
100 grains weight at hulled rice 

以上のことから本試験の範囲内では一部出穂耳目の遅れ

によって品種木来の発芽性が影響を受けたとは考えられ

ないので， t菜種しえた 82，W，係・系統についてはそのま
まで品徳間差異を検討することにLたQ

その検定結果は Table1に示されている。 発芽締1切切;lJ J 

fl 1ω0口目における発1芽jよ三さ半名について」λみ4弘kると大部分のA仏絡

が9ω0%ら以上の値を示しているが， 90%以下のものが9

品穐・系統みられる。これらについては， 11H以後発芽

温度をぬ℃に変えてλたところ， fN-45j (No. 52)以

外は全て数日内に95%以 t発;ょした。 fN-45jは特に休

眠性の'Jiil¥.、系統であると考えられる。平均発:丸一日数では

;H-123J (No. 69)の2.39Uが最小で，最大は fN-58j

(No.56)の7.59日であった。ニの傾向は発:!f係数でも

[';1じで，その他はそれぞれ 41.84と6.15であった。発:(f

係数についての 2反覆，乱塊t1;による分散分析の結!長は

1%水準て、i拍手草間差異に有意、性が認められた。

読者らの一人佐々木 (1968c， 1969 a)は低温発3料金の

kれ、1111極として「胆振早稲」を械告したが，今回は:1¥

憾の比較的'11く且つ低i/JA発茅性の大きい品純として「魁J

，No. 39)および「近成j(No. 83)が見出されている O

-}j逆iこ小さいllJI径としては「伊達近成j(No.85)およ

ひ「卜!日Y.'た籾j(No.76)が挙げられる。以上の4品種は

いずれも明治，大正年代における北海辺在来締またはそ

の改良極であるが(佐木 19(7)， 発;引生にl均し r ，l，j~!û~:lriに

位することは興味深い。

{共試品Ni'系統の不す発芽係数が如何なる頻度分布に

あるかを長rJるため一応 l[~規分布による期待{出合もって観

測ir圧をながめてみたのが Table2である。 すなわちj主

合度はかなり蒔く統計処理の結果でも有志、性l主認められ

なかった。

Table 2. Observed and expected numbers 

。varieties0 btained by the nor-
mal distribution 

Germ.1 0bRemd1Expected 

coe妊 No・% I No. % 

O~ 1 0 0 0.0 0.00 

2~ 3 0 0 0.1 0.12 

4~ 5 0 0 0.2 0.24 

6~ 7 1 1.22 0.5 0.61 

8~ 9 1 1.22 1.0 1.22 

1O~11 0 0 2.1 2.56 

12~13 5 6.10 3.8 4.63 

14~15 

16~17 

18~19 

20~21 

22~23 

24~25 

26~27 

28~29 

30~31 

32~33 

6.0 

8.3 

10.3 

1l.3 

11.0 

9.5 

7.3 

4.8 

2.9 

1.6 

0.7 

7.32 

10.12 

12.56 

1:，.78 
13.41 

11.59 

8.90 

5.85 

3.54 

1.95 

0.85 

0.37 

2

0

7

1

0

1

5

4

2

0

 

-
A
1
i
'
i
'
I
1
A
 

2.44 

12.20 

20.73 

13.42 

12.20 

13.42 

6.10 

4.88 

2.44 

0 

34<15 1.22 

36~37 1.22 

38~39 I 0 I 0 
40~41 1 1.22 

Totい rl82l  

χ2: 8.69 

p: 0.25~0.50 

0.3 

凡
U
ハU
A
り

82 

いま，発見:係数の大小にj去ついて， j)1、試品や，f{・系統を

7附級に分けたのが Table3である O なお， }<，[，の階

級はほほ，彬小 (:1~も)，小 (7%) ， fj'J小 (15%)，1¥' (50%)， 

m大 (15%)，大 (7%)，版大 (:1%)となるように階級irl(
を決めたが，実際にはそれぞれ 2.4%， 8.5%， 12.2%， 

46.:15'0， 13.45'u， 1:3.4%， 3.6%である。

きて， Fig. 5は 1967Oj'.に何られた低温発見一性の，'''''f'ill

[m差異と本縦J占 (1968年度実随)の供試材料のうち共通
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A demarcation table for varietal differences of 

germinability <lt low temperature 

Table 3. 

N-58 

(“Norin-28" 

dwarf) 

N-45 (m.m.) 

C-19 

(“Daikoku" long 

empty glumes) 

H-145 (m.m.) 

74-2 (m.m.) 

Datechikanari 

N-53 (“Furenbozu" 

dense panicle) 

Tokachikuromomi 

N-56 (m.m.) 

Wasebozu 

Shirayuki 

Hashiribozu 

Joiku 167 

A-107 (m.m.) 

Horyu 

Himehonami 

N-66 

(“Porutogaru") 

Tsugaruwase 

Akage 

Kyowa 

Norin 20 

Sasahonami 

N-60“Shinato" 

dwarf 

H-69 (m.m.) 

Wasekyoso 

Minakuchiine 

i Sohomochi 
I Hokuiku 43 

I Kachihonami 

I 19 I Norin 34 

Shinsetsu 

l¥H仙
I Hok王，k王u叩ai9白5

The letters m.m. in parenthesis are the simpler form for multiple marker 

a: 耳erminabilityat low temperature 

b: germination coefficient 

1アanetles

Norin :1:¥ 

l'eruminori 

Hokusetsu 

Ishikarishiroke 

Hayaminori 

Chinkobozu 2 

Norin 11 

Norin 19 

Kanmasari 

Kitaminori 

Mimasari 

H-126 (m.m.) 

Hokkaimochi 

Wasevukimochi 

Hatsutokachi 

Anzaiakage 2 

Kitamialミage1 

Waseshiroke 

N-li2 

(“Yukara" dwarf) 

Kurikaramoじhi

Yamazakimochi 

Anzai 25 

Bozu Iヲ

Hayayuki 

H-{iO (m.m.) 

H← 100 Im.m.) 

Hokkaiwase 

Hokkaiwase 1 

H-45 (m.m.) 

Hokkaiakage 

Hokuto 

Iburiwase 

Sakigake 

Chikanari 

H-12:¥ (m.m.) 

26 

29 

:¥0 

:¥1 

:，5 
:17 

41 

27 

28 

24 

25 

a 

ω
M
4
』
同
一

h
z
z
L

ω出
し
何
回
以

ン、ω'.I 
H ら"ω』， m 
...........:.: I 

Yarieties 

~romoemasari 

A-l:l (“Chabo") 

H-9 

(brtitle culm) 

H-79 (m.m.) 

Hokuiku 42 

Oibe 

Kairyo :¥4 

Yachiminori 

恥1aekawa

Nakamurashiroke 

Tamakiwase 

Eiko 

Toyohikari 

Nan-e】

A-5 (Akamuro) 

N-57 (“Kamikawa" 

tillering dwarf) 

Hokkai 121 

Hayamochi 

Kitanishiki 

Shiokari 

Yukara 

Hokkai 101¥ 

Shin-ei 

Joiku 364 

N-4 (long empty 

glumes) 

Hashirimochi 

Hokken 22 

Norin 15 

Wasenishiki 

H-14:l (m.m.) 

Kuromomi 

Hashiribozu 

Fukuvuki 

Uryu 

Kiyokaze 

Hosetsu 

H-75 (m.m.) 

20 

21 

リワ

a 

む
一
七
七
四

}ι

Varieties 

13 

16 

17 

18 

b

一

G

8

一

u

a

一一{
E
C
U三

14 

15 

百円四
Z
h
J
H
刃
'h

ω{七
七
一
塁
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佐々木・高橋: 稲品種の低温発芽性に|刻する育種学的iiJ!'5c

cl::l 
'c 
口、

三30
ν3 、ιd
t 

'" 、、にJ
意20
口
仁」

E' 
』

'" に2

• .
 
L
r
-d. 
y= 1.520X-0. 832 
(=0.治伊保併特

同 10 20 30 

Germ. C同所'cieflts;刀 1961

Fig. 5. Varietal differences of germinabitlty 
at low temperature for two year， 
19fi7 and 19fit¥ 

なものの低iM'J8芽'Iftとの関係をムたものであるが， 0.1%，
tキ=で尚L、JEの相関係以がi'Jられた。また. 1次同九!}ぷ
をA1小2~在法で求めたところ， lnJJ.'I¥係数もその水準で行
1}:lJ!をがした。二のように，年次が異なっても、低f~Ji充
当Itの川崎 1:\]，'\;異の傾!~引土あまり影刊を'乏げな L 、ニとか
lふのられたが， このニとについてはりょに別の機会にとり

1:げる子';Eである。そニで，本実験ては(共ぶしなカ通った
が196711'.iこりi、日¥LたところのI1111， t墳の{氏iflll'Ic:!.Jltの大小
を|日JII~fi二分1領するために， 1 二 liL_~の l 次式より 1968 o十一の

定見係数をJH'ぶL，これより lìíí ， i~ と l'iJ じ以内i に従ってうf
m七Ah..これを Tabel:lに加えた。その*，'i~~， Table 
，二::t:rill)~ の lilI 鮪・系統合わせて 105 陀 ftlが分類尚示され
たことになる。 f工お， }<'I'の倹'tE系統の名称Lr.i'，':j十両・;1-.:
ト(1968)によっている。

2. いわゆる発芽準備期信相)にお切る低温発芽性
の品種間差異

尚Iiflj119(2)はfinfil(の発広過t'i'iニA十11(Il&水lt!l)， B 
HI (J'clPV，(li1i mJ)および CHJ ('1:.長WJ)の :lつの生理m
があること，y述べ， プ在見fの16主は主と Lて AHlと B1II
の 1 つの小川!jllの Il~j日目的j是ぎによってつり円己されること合
明らかにLた。 A村lのj並行を交配する要内は機械的な抑
I~U)透j品ドlーであることをJ同車すると共に， B Hlの;ffi行は
H:とIIf:lLとのIltlにおこる}Ti'低物質の移行WIf"jによってん:
むされ， IH総WI1乏~!.J 200川のItj'II主!切1:11によってニの1/111
消失されるとがi11iGした。

BH1の過程μ)j並行合抑制しながら A相会経過せしめ
る引法は.や~d の I]{:の活動を jfllえるために低;j(ìlt.lドで
充分に機械的にl吸;J，.'!:せるニとである (M)怖 19(2)。 民
高らのヅ、佐々木 (1962) は!丘 I}~ 品循の低ìllll'}8 分子|大-

，¥，・小の品約を用レて， 20Cの低Jl'，iill"下て、吸水させた以
ii. 711Iiii1J.i:で飽和状態に注するニと合必めた。そ二で
:¥ fllを経過せ Lめるため司(!いt似合 20Cの水に 71111i!I'l

187 

~!'l した後， ~íí項と同様な JJìLで{氏ifti発羽 'Itの，\!'f，Tdl\1主具
合倹定Lfニ。 なお.Wi止の都合で扱ったI111隠・系統数は
77である。

十食定結れは '1、able4 iこぶされるり ここの結束によれば
A村j合経過Lた~ことによりたえ二係数は平均して約 20%
J1')!JI1 Lているが， 大ぎいものでは約印%に迄達した。

しか L， そのような仰をノJ;す，'，，'，frTf数は少なく， r'子生1心
主J(No. 8)， r新オJ(No. 15)および「巴まきり J(No 
4:0)の:l仏師に止まった。また， lll1煎・系統によっては，
A 相を品不i邑しない lì~ の!iI'[より小さなil(( をノ1~ したもの泊、な
られた。 これは{J~ ，A籾の HJ迎による ~i~~ノ主と考えられ， A
相経過による発見ードl=Jt，]J-.のを'iJ県の小さいものであったの
であろう。一万， {L~ìlllt発見''1' 1ニの 45に大きい 3 .1，'， Hí では，
A î=rlの影"f~))は小ざし、 i王うであったが， JI1襟の絶対U(iか
大きいので階級分rれではやはり“大“似大"に分知さ
れる。 しかl，低iillIJI色丸一.¥JIムが与の :l，'，{，f主に次いで大きい
['llllt辰'1'稲J(No. 20)および「はやゆきJ(No. :lO)は A
111の民.~1~~-; Jの比較的大きいものであった。
Fig.6は前項で検討 Lた A111とBj刊の平11によって九、
3れる{1'i.iIu'L発J，!-:性と A 村|経過後のL、わゆる B付{におげ
る低{f1Jt)c一月'1'1:.との関係合同'l、したものである O これ油、ら
/'IJるように， 1/，] liの関係は相当強く，相関係数を〆jとめた
とニろそのが{は 0.979でほぼ 1に泣く， ニれは0.1%水
準で千i志であった。その 1次同九I}，i:¥:は悶にノJd'"ょうであ
るが， I JlI焔}係数は O.I~も;J， lfで 1)':むで‘あり，この係数か
らわかるように， AHlの影'!#i1J1主主!J21 ro程度であるミ
とが認められる。 このwは先の一、\，，-J:0JÚ包による t~l加%と
ほぼliiJじである。

50 

• 40 

E 富M 

th qAD a 4 fO 

IOr • 

• • 
. J 4・・:
ぐ母r."'-... 
y = 1.2(2)( -0.553 
r=ロ979側 H

。
;0 20 30 40 SO 

Germ. Coefficients in so-ca//ed Phase B 

Fig.6. Correlation bet ween germinability 
at low temperature and that in so-
called Phase R 
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Table 4. Varietal cli妊erencesof耳目minabilityat low 
temperature in so-callecl Phase B 

|Per of|Noof|llPer  of¥ No~f I i Per. 0nNo. of 
庄町m. mean (;erm. N 詰erm. mean Germ No 

germ mean Germ. 
o. in 10 clays to coe汀().， ii> 10 clays to coe汀 in 10 'clays to coe妊
i clays germ 【lays germ. 【lavs germ. 

98.0 :U() :0l.(l7 '27 I 97.0 4.71 '20.63 57 98.0 :3.99 '24.75 

つ l 99.0 3.08 :¥'2.5'2 '28 99.0 :1.75 '26A¥ 59 96.0 :.U:¥ '28.9'2 

97.5 :¥.51 '27.97 ， '29 ¥ 98.5 '2.99 :\:UJ:~ ()() 88.0 5.9'2 15.10 

4 98.0 '2.84 :¥4“品 :1O 100.0 '2A¥ 4l.'29 61 7:¥.0 6.15 1'2.1'2 

5 99.0 5.1:0 19.:U :n 1 100.0 :¥.47 '29.'26 9().() '2.5:¥ :¥8.5'2 

b 97.0 :0.94 '24.77 3'2 99.0 :¥.5:¥ '28.09 6:3 98.5 '2.69 :¥り.69

7 ' 99.5 :3.:¥1 :¥0.19 処¥:¥ 99.5 '2.98 :¥:¥.48 65 99.5 4.'21 '23り4

8 I 99.5 4.0'2 '24.80 :l4 I 98.0 I 5.0日 19.'26 (;6 96.5 4.55 '21:¥:¥ 

9 I 99.5 4.06 '24.59 :¥5 99.0 :¥.:30 :¥0.07 肘7 98.0 :¥.8'2 '25.84 

10 99.0 '2.87 :¥4.6'2 36 98.0 4.'2'2 '2:3.'2:¥ 付日 9:¥.5 5.56 16.84 

11' 99.5 5.11 19.51 :37 I 98.5 I 4.07 '24.'29 69 99.5 ~ '2.:n 4:¥.01 

98.5 :¥.4'2 '28.84 :¥8 I 98.0 :¥.84 '25.7:¥ 71 94.5 :1.07 :¥1.15 

1:¥ 99.5 '2.89 :¥4A¥ :ゅ 99.0 '2.7(; :¥h.'2:¥ 7:l 68.0 5.h1 1'2.1'2 

14 99.0 '2.向日 :¥4.44 40 99.5 3.'20 :¥1.15 74 990 :¥.5'2 28.19 

15 I 98.0 :3.44 2品.6:¥ I 41 99.0 :U8 '29.41 75 100.0 4.:¥6 '23.04 

99.5 '2.86 :¥5.0:¥ 4'2 ' 9(うo 4.15 '2:3.1h 7吋 9'2.5 5.84 15.84 

17 99.0 i '2.97 :¥:U8 43 99.0 :H7 27.18 77 78.0 5.4'2 14.41 

99.0 3.58 '27.71 I 44 98.5 ! 3.68 '26.89 78 8:3.5 4.97 16.9'2 

19 99.0 4.54 '21.87 45 98.0 :U3 :¥1.58 ~ 79 日7.0 3.77 '2:¥日り

'20 100.0 '2.42 4149 4h 97.5 :1.5h '27.4り 80 98.0 :¥.47 '28.'29 

'21 ! 99.0 3.19 ::31.09 47 95.5 4.:¥:3 '2'2.09 81 日7.0 :¥.71 '24.10 

22 I 81.5 :3.64 '2'2.5'2 49 8'2.5 4.51 18.:¥0 8'2 90.0 4.h7 19.'27 

23 : 99.0 4.92 20.H; 50 ! 81.0 5.90 U7:¥ 8::3 97.5 2.46 :l9.72 

'24 99.5 :3.18 :¥1.:3'2 51 90.5 :¥.66 '24.8:¥ 84 品り 5 4.10 21.1:¥ 

25 100.0 4.61 21.59 5'2 '20.0 4.0:¥ 4.97 85 h5.0 5.06 1:¥.'25 

'26 94.5 :u:¥ 25.4“ 5:¥ 96.0 5.7'2 16.81 

~)j ， 先 iこも述べたように AHJ経過による発:;:，] 1'1ア〉附 194'2なと)などであり Lカ‘も主と LてIffM，'，M品また、:

1m私!皮はilli附・系統により呉なったが， j[11'lfIHのノ1~す-jKíI"t 外|い同]司オ山訂剖lfAiihVIHdlJ川I

グ色分一性との I:-'~にはやJら一定の関係はtiZめられなかったο lニ，¥lL， 、)。
なお， U.、 kの結~~から Bj日の阪ずY!:JJ合ほほ推定しう jヒ'lfIi j立品手~(をJ及ったものとしては，仏\ìl"t発見二1'1 の liJ: 係

るが， BHIを経過させたJ~j合のいわゆる A111における先 11司ぷ異の倹/.E)Jil、な!佐 ¥'lする Jl的で行なわれたfl，:け、

*1'1の品約11日ノ子呉については， SJi在杉IL;、t'l'である。 (1968 c， 1969 a)の縦告があり， ここでは約 :¥0，'，，'，稀が供

試された。 また， 三i!ljら 1196:¥)i二よる限告は育係材料
IV. 考 察

flt'ぷのための子friii的i泊先で， (!hぶされた品係・ JH允数:!

I，日仏H(の jLí:.ìh，t 発!f1'1 の，'，!， :H\l 1 甘え~ JII~ ~ニ IÏ;!する縦告はし、く Jj( . I浸f，fi合わせて 148稀にのほるが，具体的なデータ[!

つかみられるが，それらはIJ(fffiと段稲の)cW性の1-11)主に あまりぶされておらず， 1~(jK比絞険，;、!を什なうニとがて

|怯閃共対iするもの (似))防lH以山j江λ川;1.，υ，1ルiしB きない。

(松111 1930 tcど)， iC分子1'.のj也)).¥1'¥'1にfI;!するもの (;iド松 Jj，: rfH':îで lì;j tih土近の新 ILI の 't'I 'i~t生のノド fin，'，1， i.fi約血)
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障をよi孟制*!t[L，史1たiikt 二j北ti狗j似ぽ J泣白 j大ミγ， t仇4宅号~'下 i川'~i~臼;f行îí附唱戸マn教立t干寺千長ζ{; ニ Iおゴ

、〈てJ逃E凶i伝ム「分相析ii用H杉械1';石↓ぷ:系系ミ統として1保米f仔FさjれLているi約ワ:乃次刈i玩ωo ) 

系統合せて8出2，川I日，'tF愉1唱R.系統合(共，ALており，ニれに参考作J

I こ陀 fill ，'，i， 1主および仰'd1~{lfifiなどを加えて合υ1105の，'，，'，H('

系統，二ついて， (l~ iI"t発日 Ylの大小企分知 L た。

ニの*r'i~~， 1特与iにニ低i品川lL川，¥，)'充Eえ一，1'引性J介生1:一がj大壬きいとi沼
tιこiよi31川i日ll傾があり魁」および ij丘IJ見」は在米係であ
，). 1H-12:o Jは検忘系統であった。 これらに次いで大

きかったものには在来純もしくはI11品純が 5司 参考に入

れたw稲I111純:¥，ね)11ll符!2および検'A'.系統4が合主れる
が.最近のlll1締としては「はやゆき」のλであった。以

I'.J)如く在来簡に低iI，，"'iC月刊の大きいものが多く合まれ

てL、るようであるが， ，な泊、iこは{氏il11発立性の版iめて小さ

いものも liEめられた。参考までに人れた除稲:~ [1111，陥が全

て大き~¥ ì';ii;二分 J~l されたが， ニれは|注fiOt/;水稲iニ較べて

低品ll発年性が大きいとする!日(，1::1(19:37)の限告とづ没す

る。 -)j， lii{山は府純l主艇傾よりも大きいとしており，

本報告でも料111l1係のなかに低出発見一七|の大きL、仙二人る

ものも人られたが，然らざるものもほぼ|日j引度に作まれ

てL、fニ。

肝長らの一人(/，:々 イ、 (1908a， 1968 b， 1969 b)は，主き

己主 fìn仏卜~Uこ tゴ L 、て(氏rlllt 発見 1'1 の，'，弘、 Mlt自主初JWI(i\q三 1'1:

が[~ :J く，初WIの~~注文の進ふもいく，乾物 {t も 'ft: く， また

/I11P1の発似¥11:との1i¥]Iニも利息なJI会の相|対|対係があり，!).:

aこmWI';j'けつけも F位分けつの割合の多い傾向のあるニ

とをl認めており，低{I¥lt発見[11.の大なるllh符'f1:'rfJえするニ

と:t. I，i11~j にまた以7K u'(揃Mi;:j剖 J1障を育成すること Jニつ

なh‘るものと行{'A'.されるから， A卜、似合のが1県li寒冷j也に
お;十るi，lt;j(Ii'f泌総);';')1当il川下のHIJ史上，大いに利用ftIlilfi'Tが

尚いものと考えられる。記iニ， l~tÆ.系統の '1' にも (1QI，，\)c

持1'1:の大から小i二ボるものまでがt認められたので， j氏nA

発見刊と的々のj立(ムJf-Yletの十1:1関関係の分析により，低rlllt

是見守'1 の選抜の i、J;')~~， ';;jめることも IIrfì~であろう O

つぎiこ.，え焔 (1952)は陥H(.fの完牙のjli速は AWと

B ~Iの 2 つの生J!g1tIのI1IIW向上毛さによって交配され， A

相および B1'1 1に閲してそれぞれ明瞭な品的 II~ J':~ 5'~のあ

ること金♂、めた。 ï~にいずれのね!がその係 fの発 jよちよう!〈

配するか.ニよって昨日IJし，①発見過程で A相|が経過し

怪い'~!， .，~)C 比一j品料で B 1'11泊通経過Lj¥(tl、町 ③発見

過fれ L、打lU)111も容坊に経過終了するJ¥jJの:1Atli二分

i十f二。

1.:被告では A111およひ B111のうち， A tll の経)fiIlのう~íí

時のt.':I丸こついても1見付したが， AIIIとB111のキ11とし

て小3れる(llil，，¥)と河川 i二九Iする A 111 の~;\.;千.~の F汀~Iiií')

20~も紅伎であるとHí'人ヒ主れた。 ll川下iこよっては約50%

の E'e~Wf)J をノJ' したものも:\仏陀ほと認められたが，全体

的には AHIのt;l-;アり)1土小さく， r~.:J怖の lìíj記の liりljlJで③

iニ属するものが多いと考えられる。このことは， j1i;iI;，"J'色

分:'1'1:とAH1を車壬jfillした{をのL、わけ〉る BHJにおける仏J;:.jl，，"

f色分門ーとのI1目の相関係数かはは 1に近く， j氏rlll¥.発c!JI'1の

階級うHれでもせいぜい 1lii'y級 L干する変動しか認められ

なかったこと泊、らもうなずlJ寸lる。

以上のことから，ニーで)行いた品純・系統については

(l~ì:，，\発身性に与える A 1'11の民3字削工比i~.\1.(内小さく B ~IÎに

よるiU符が大きいので， B 村 lにおける低~11I\.発見性の大小

は A十LIと B111の利として jl~ ~れる低11，，"7c 月 '1'1'，の大小に

よって I'IJ;としても，そう大きな;i~~1)はないものと考えら

れる。なお， B Hjの 'j~際のJj(;;W!-力については，今?をの快

什iニf!Jtこ;l?'iまならなL、。

V. 摘 要

L /Q~ìJ也 hこおける 1)tJ1( jI'(j吊，P();'1!~仏陀fî!Jlt l::のj:Jオ三

のj'fij'A'.，必1111係が!~ ftiliすべきlYflのが索および低il"Ue!J

1'1と他'&'1"1との|主j係のうよ糾ーなどのためのIfiHを{写る日的

で，~tiÍIi!丘 ι北川tjl 業ぷ!検J&j tゴよび北iírij立大学fJE学 l{i~訂

や'k手数ttfで保存'1'の千ct純.xu白川Hiおよび険A系統82
合 ijh試して jl~il"")t!J性の，'II'，{<TUIUノ，t!iてについて枚目Jした。

2. (KiI"t'iC分間の杉tli:のがiリミ， 45に発丸一1'1:の大きいも

のとして「魁J，r近成JJヨよひ枚A'系統[H-12:3Jがa認

められfニ。ニれらのうちliij二.I;ーは在米隔であり役者は遺

伝f分析肘検'A系統である。 占方， JC :!t tl:の ~'Nこ小さい

ものとして，HtA:系統の r:;'1 tA; 28 -~j-復刊」と iN-45J が

doコられた。このあ'i :J~ と ltに 1967 イr.に供"えした 23 仏的

合加えた 105，¥川市・系統について，低nll¥.発月性の大小を

7 階級に分~ilLた。

;l， A HI~粍jlß1した 、J)ゆる BAlIにおける1M，，"]'/:
分1'1とAiIIと B 111の平11 と L て小される本;K1'i'~な低iM発

公 '1'1 との I:~にはいこ近いm以l係数が小三れるニとから，

B 村!の (l~ ìI，，"JC !JJ!J:の大小は:，.1，:t的な低illl¥.)1色511生の大小
により 1'11'ぶしても jミきな I~~~ りの lr.いニとがd、められた。

主た， 本米n句な{氏1I，，¥7c丸二¥'1に刈する A 111の彩持))1 工~;')

20タyとHi!iされた。
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